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前骨髄性白血病（APL）症例の全トランス型レチノイン酸（ATRA）治療に伴う血液形態の変化. 日本検査血液

学会雑誌 22(学術集会号): S76, 2021.

吉川千尋, 古賀嘉人, 中村浩哉, 川田麻世, 北薗誠也, 長井 一浩, 宮崎泰司：全自動輸血検査装置IH-500導入におけ

るECHOとの比較検討. 日本輸血細胞治療学会誌 67(1): 93, 2021.
澤山 靖, 上条玲奈, 藤岡真知子, 坂本 光, 佐藤信也, 安東 恒史, 今泉芳孝, 波多智子, 長井一浩, 宮崎泰司：移植から3
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山田悠一, 友川拓也, 遠藤友志郎, 加藤丈晴, 佐藤信也, 安東恒史, 澤山　靖, 新野大介, 今泉芳孝, 波多智子, 大島孝
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至った原発性難髄膜リンパ腫. 日本リンパ網内系学会雑誌 61(学会抄録): 121, 2021.

今西大介, 佐藤信也, 宮﨑泰司：重2-40　原爆被爆者に発症する骨髄異形成症候群/骨髄増殖性疾患の実態の解明

態の解明. 放射線災害・医科学研究拠点発行, 放射線災害・医科学研究拠点2019年度共同利用・共同研究課題

2019年度トライアングルプロジェクト研究成果報告集 : 138, 2021.

一戸辰夫, 稲葉俊哉, 神沼　修, 宮﨑泰司：放射線誘発MDSの発症機序の解明. 放射線災害・医科学研究拠点発行,
放射線災害・医科学研究拠点2019年度共同利用・共同研究課題 2019年度トライアングルプロジェクト研究成果

報告集 : 313-318, 2021.

宮﨑泰司：新型コロナウィルス感染症時代の学術集会の経験. 朋百 152: 6-7, 2021.

澤山 靖, 宮﨑泰司：「総論」白血病・MDSの分類と疫学. 診断と治療 109(6): 742-747, 2021.

今泉芳孝：成人T細胞白血病・リンパ腫－全国実態調査の結果から－. 臨床血液 62(7): 760-765, 2021.
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1681, 2021.
糸永英弘：慢性骨髄単球性白血病の病態と治療. 血液内科 83(5): 648-654, 2021.
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社会活動

波多智子・准教授
（2021.3まで）

専門医認定委員会　委員 日本血液学会

波多智子・准教授
（2021.3まで）

教育企画委員会　委員 日本血液学会

宮﨑泰司・教授 骨髄異形成症候群（MDS）連絡会　顧問 MDS連絡会

波多智子・准教授
（2021.3まで）

評議員 日本血液学会

宮﨑泰司・教授 評議員
公益財団法人　長崎原子爆弾被爆者対策協議
会

宮﨑泰司・教授
長崎県緊急被ばく医療ネットワーク検討会
委員

公益財団法人　原子力安全研究協会

宮﨑泰司・教授 疫学部　顧問 財団法人　放射線影響研究所

宮﨑泰司・教授 臨床研究部　顧問 財団法人　放射線影響研究所

宮﨑泰司・教授 Editorial Board「Leukemia」 Nature Publishing Group

宮﨑泰司・教授 Editorial Board「BLOOD RESEARCH」 The Korean Society of Hematology

宮﨑泰司・教授
Reviewer「Journal of Clinical and
Experimental Haematology（JCEH）」

日本リンパ網内系学会

宮﨑泰司・教授 シニア編集アドバイザー「PNH　Frontier」 ㈱メディカルレビュー社

宮﨑泰司・教授
編集アドバイザー「Trends in
Hematological Malignancies」

㈱メディカルレビュー社

宮﨑泰司・教授
Reviewer「Japanese Journal of Clinical
Oncology（JJCO）」

OXFORD　JOURNALS

宮﨑泰司・教授 代表世話人 長崎幹細胞移植研究会

宮﨑泰司・教授 幹事 Indolent Hematologic Malignancy研究会

宮﨑泰司・教授 評議員 日本造血細胞移植学会

宮﨑泰司・教授 九州免疫血液研究会　世話人 九州免疫血液研究会

宮﨑泰司・教授 評議員 日本癌学会

宮﨑泰司・教授 教育委員会　委員 一般社団法人　日本がん治療認定医機構

宮﨑泰司・教授 教育委員会プログラム企画委員会　委員長 日本血液学会

宮﨑泰司・教授
Associate　Editor「International　of
Hematology」

日本血液学会

宮﨑泰司・教授 理事 日本血液学会

宮﨑泰司・教授 教育委員会　委員長 日本血液学会

宮﨑泰司・教授 資格認定試験委員会　副委員長 日本内科学会

宮﨑泰司・教授 評議員 日本内科学会九州支部

宮﨑泰司・教授 九州地区代表協力医師 公益財団法人　日本骨髄バンク

宮﨑泰司・教授 評議員 日本内科学会

宮﨑泰司・教授 理事長
特定非営利活動法人　成人白血病治療共同研
究機構(JALSG）Japan Adult Leukemia Study
Group

宮﨑泰司・教授 ドナー安全委員会　委員 公益財団法人　日本骨髄バンク

宮﨑泰司・教授
長崎県保健医療対策協議会がん対策部会委
員

長崎県

宮﨑泰司・教授 専門委員
独立行政法人　医薬品医療機器総合機構 審査
業務部

氏名・職 委　員　会　等　名 関　係　機　関　名

宮﨑泰司・教授 長崎県指定難病審査会委員 長崎県
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競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む）

蓬莱真喜子・助教 調整医師 公益財団法人　日本骨髄バンク

加藤丈晴・助教 調整医師 公益財団法人　日本骨髄バンク

宮﨑泰司・教授
国立研究開発法人　日本医療研
究開発機構

代表

（革新的がん医療実用化研究事業）t(8;21)お
よびinv(16)陽性AYA・若年成人急性骨髄性白
血病に対する微小残存病変を指標とするゲム
ツズマブ・オゾガマイシン治療介入の有効性
と安全性を評価する研究

宮﨑泰司・教授
国立研究開発法人　日本医療研
究開発機構

分担

（革新的がん医療実用化研究事業）高齢者急
性骨髄性白血病の化学療法が可能な症例に対
して若年成人標準化学療法の近似用量を用い
る第Ⅱ相臨床試験：JALSG-GML219試験（研究
代表者：山内高弘）

氏名・職 資金提供元/共同研究先 代表・分担 研　究　題　目

宮﨑泰司・教授 厚生労働省 分担

厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患等施
策研究事業（難治性疾患政策研究事業））特
発性造血障害に関する調査研究（研究代表
者：三谷絹子）

宮﨑泰司・教授
国立研究開発法人　日本医療研
究開発機構

分担

（次世代がん医療創生研究事業）大規模シー
ケンス解析に基づく、造血器腫瘍のゲノム、
エピゲノムにおける、空間的・時間的多様性
の研究 （研究代表者：小川誠司）

糸永英弘・助教 調整医師 公益財団法人　日本骨髄バンク

佐藤信也・助教 調整医師 公益財団法人　日本骨髄バンク

糸永英弘・助教 評議員 日本血液学会

佐藤信也・助教
長崎市夜間急患センター運営協議会委員
（2021.3まで）

長崎市

佐藤信也・助教
（2021.4から）

正会員
特定非営利活動法人　成人白血病治療共同研
究機構(JALSG）Japan Adult Leukemia Study
Group

安東恒史・助教
長崎市夜間急患センター運営協議会委員
（2021.4から）

長崎市

佐藤信也・助教
在韓被爆者健康診断・相談事業（2021.3ま
で）

長崎県

澤山　靖・講師 調整医師 公益財団法人　日本骨髄バンク

安東恒史・助教
在韓被爆者健康診断・相談事業（2021.4か
ら）

長崎県

今泉芳孝・准教授
（2021.4から）

評議員 日本HTLV-1学会

澤山　靖・講師 移植施設責任者 公益財団法人　日本骨髄バンク

今泉芳孝・准教授
（2021.4から）

長崎県社会保険診療報酬請求書審査委員会
委員

社会保険診療報酬支払基金長崎支部

今泉芳孝・准教授
（2021.4から）

評議員 日本血液学会

波多智子・准教授
（2021.3まで）

正会員
特定非営利活動法人　成人白血病治療共同研
究機構(JALSG）Japan Adult Leukemia Study
Group

波多智子・准教授
（2021.3まで）

長崎県社会保険診療報酬請求書審査委員会
委員

社会保険診療報酬支払基金長崎支部

波多智子・准教授
（2021.3まで）

編集委員会　委員「臨床血液」 日本血液学会

波多智子・准教授
（2021.3まで）

血液分野試験問題作成委員 日本内科学会
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その他
　非常勤講師

佐藤信也・助教 日本学術振興会 代表
若手研究
原爆被爆者に見られるクローン性造血の解析

宮﨑泰司・教授
公益財団法人　武田化学振興財
団

代表
特定研究助成
全ヒトゲノム配列で明らかにする放射線被ば
くの時間的経過とその結果

安東恒史・助教 日本学術振興会

大日本住友製薬株式会社 CDK9阻害剤の成人T細胞リンパ腫に対する薬効薬理研究

代表
若手研究
急性骨髄性白血病におけるDUSP4の役割と治療
応用

安東恒史・助教 日本学術振興会 分担

基盤研究（C）
ATLに対する個別化治療：MTAPを指標とした
PRMT5阻害剤による治療の開発（研究代表者：
今泉芳孝）

宮﨑泰司・教授 日本学術振興会 分担

基盤研究（A）
骨髄不全症候群における胚細胞変異および体
細胞変異の解明に基づく新規治療薬開発（研
究代表者：牧島秀樹）

今泉芳孝・准教授 日本学術振興会 代表
基盤研究（C）
ATLに対する個別化治療：MTAPを指標とした
PRMT5阻害剤による治療の開発

糸永英弘・助教
公益財団法人　武田化学振興財
団

代表
2021年度医学系研究助成
JAK2-V617F　変異陽性骨髄性腫瘍における
CARM1阻害剤とJAK2阻害剤の併用療法の開発

藤岡真知子・大学院
生

公益財団法人　日本女医会 代表

第42回日本女医会学術助成金
（第6回山﨑倫子賞）
骨髄異形成症候群におけるアザシチジンによ
るDNAメチル化変化の検証

宮﨑泰司・教授,　波
多智子・准教授
（2021/3/31まで）,
佐藤信也・助教
（2021/4/1から）

シスメックス株式会社 人工知能技術を用いた血球画像解析の検討

今泉芳孝・准教授
国立研究開発法人　日本医療研
究開発機構

分担

（革新的がん医療実用化研究事業）成人T細胞
白血病／リンパ腫の治癒を目指したHTLV-1
ウィルス標的樹状細胞ワクチン療法の確立・
薬事承認を目的とした第Ⅱ相医師主導治験
（研究代表者：末廣陽子）

澤山　靖・講師
国立研究開発法人　日本医療研
究開発機構

分担

（革新的がん医療実用化研究事業）成人T細胞
白血病に対する移植後シクロフォスファミド
を用いた非血縁者間末梢血幹細胞移植法の確
立と移植後再発への対策に関する研究（研究
代表者：福田隆浩）

宮﨑泰司・教授 日本学術振興会 代表
基盤研究（B）
時間軸を考慮した原爆被爆者骨髄異形成症候
群発症機構の解明

宮﨑泰司・教授
坂本　光・大学院生

宮﨑泰司・教授
国立研究開発法人　日本医療研
究開発機構

分担

（革新的がん医療実用化研究事業）難治性が
ん（白血病等）の全ゲノム配列データおよび
臨床情報等の収集と解析に関する研究（研究
代表者：南谷泰仁）

宮﨑泰司・教授
国立研究開発法人　日本医療研
究開発機構

分担

（革新的がん医療実用化研究事業）急性骨髄
性白血病におけるPDXモデルで意義づけられた
分子層別化システムの確立と臨床的実効性と
有用性の検証（研究代表者：清井  仁）
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　新聞等に掲載された活動

宮﨑泰司・教授 原爆犠牲者慰霊祭挙行 長崎大学HP 44427

8月9日（月）長崎大学医学部
記念講堂において原爆死没教
職員・学生の慰霊祭が今年は
コロナ感染予防のため学内者
中心で開催された。原爆放射
線の影響から学び、放射線に
よる被害を繰り返さないこ
と、安全な放射線利用を目指
して研究を続けることは原爆
後障害医療研究所及び長崎大
学の進むべき道だという講話
を行った。

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日
活動内容の概要と

社会との関連

宮﨑泰司・教授 からだの質問箱？
読売新聞（全国
版）

44365

読者からの質問「骨髄異形成
症候群　治療法は」につい
て、専門家として回答を行っ
た。

今泉芳孝・准教授 非常勤講師（被曝と健康） 長崎県立大学（シーボルト校）

山田悠一・大学院生 非常勤講師（疾病論Ⅳ） 長崎市医師会看護専門学校

氏名・職 職（担当科目） 関　係　機　関　名

宮﨑泰司・教授 非常勤講師（被曝と健康） 長崎県立大学（シーボルト校）
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